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癖締躊器認緑癖器認緑癖繹（ No. 48 ーヽノ

「小さい20本の

仲間たち」

＝ムシ歯予防教室＝
』

乳歯は、生後 5~10か月ころから生え始め、 2歳 6か月くらいまでに、 20本生えそろ

います。

そのころから、ムシ歯が増え始める時期です。ムシ歯は、子供の病気の代表的なもの

とされており、その対策も乳幼児期から始めることが必要です。

肱川町では、 「虫歯予防教室」 を開き、早い時期から、歯ブラシを持たせ歯みがきの

習慣などを身につけ、 「20本の仲間」を 1本でも、かかさないように努力しています。

〔写真：歯科検診3月3日〕
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世帯数

3,744人（土0)
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1,926人 (+2)
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領。8。領） 固 ＇直 鎚 (2)

か
き
も
ち
の
油
揚
げ
も
実
演
し
て
人

気
を
あ
つ
め
ま
し
た
。

販
売
、
実
演
に
は
、
特
産
セ
ン
タ
ー

役
場
、
農
協
、
森
林
組
合
、
ホ
ワ
イ

ト
バ
ー
レ
ー
、
生
改
グ
ル
ー
プ
か
ら

交
替
で
参
加
し
、
流
通
最
前
線
で
貴

重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

こ
の
物
産
展
は
、
特
産
開
発
セ
ン

タ
ー
の
開
発
商
品
、
農
協
の
加
工
食

品
、
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー
レ
ー
製
品
等
の

販
路
拡
大
を
ね
ら
い
と
し
‘
]
二
越
も

県
内
に
埋
れ
て
い
る
ふ
る

さ
と
の
味
を
発
見
し
、
愛

媛
の
グ
ル
メ
に
育
て
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
市
町
村

で
は
初
め
て
、
一
階
食
品

売
場
の
中
心
コ
ー
ナ
ー
四

〇
面
を
提
供
す
る
協
力
が

あ
り
実
現
し
ま
し
た
。
店

内
に
は
一
流
菓
子
舗
の
銘

菓
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い

ま
し
た
が
、
巻
よ
う
か
ん

か
き
も
ち
、
つ
ば
く
ろ
ま

め
な
ど
、
素
朴
な
味
が
受

け
た
の
か
、
好
調
な
売
行

き
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
催
し
で
は
、

特
別
町
民
制
度
や
観
光
案

内
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
お

い
て
肱
川
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
は
か
り
ま
し
た
。

三越松山店物産展コーナー (2月17日）

物
産
展
を
三
越
で
開
催

自
然
食
品
、
健
康
食
品
を
そ
ろ
え

た
肱
川
町
物
産
展
を
三
越
松
山
店
で
、

二
月
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の

六
日
間
開
催
し
、
好
評
の
う
ち
に
終

り
ま
し
た
。

出
品
は
、
よ
も
ぎ
う
ど
ん
、
ふ
き

の
と
う
、
生
し
い
た
け
、
し
い
た
け

佃
煮
、
柚
ね
り
、
く
り
の
甘
露
煮
、

た
け
の
こ
水
煮
、
大
麦
パ
ン
な
ど
三

十
三
品
目
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
味

｀
と
し
て
巻
き
よ
う
か
ん
の
手
づ
く
り

ふ
る
さ
と
の
味
に
人
気

藤之原集会所（昭和62.1.10．竣工）

菟野尾集会所（昭和62.1.10．竣工）

地
域
待
望
の
集
会
所
が
藤
之
原
と

菟
野
尾
に
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
落

成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

藤
之
原
（
二
四
戸
）
は
、
こ
れ
ま

で
利
用
し
て
い
た
個
人
建
物
が
老
朽

藤
之
原
・
菟
野
尾
に

集
会
所
を
新
築
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一
流
デ
パ
ー
ト
に
流
通
ル
ー
ト
を

開
拓
す
る
こ
と
と
な
っ
た
今
回
の
物

産
展
が
、
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
終

ら
ず
、
肱
川
産
品
の
市
場
確
保
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
産
業
お
こ
し
に
大

き
く
前
進
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す。

化
し
た
た
め
、
長
命
寺
手
前
の
町
道

沿
い
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
六
百
八
十
万
円
、
構

造
は
木
造
平
家
建
、
建
築
面
積
八
〇

・
八
九

rrim
、
小
会
議
室
、
集
会
室
、

炊
事
室
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
山
下

建
築
の
施
工
に
よ
り
完
成
し
ま
し
た
。

菟
野
尾
（
二
三
戸
）
は
、
西
行
寺

境
内
に
建
て
ら
れ
総
事
業
費
五
百
十

万
円
、
木
造
平
家
建
の
構
造
で
、
建

築
延
面
積
六
六
•
五
一
2
m、
間
取
り

は
藤
之
原
と
同
様
の
設
備
が
さ
れ
て

お
り
昧
肱
川
建
設
工
業
に
よ
り
施
工

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
所
整
備
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
が
一
段
と
す
す
み
、
生

活
、
福
祉
の
向
上
に
十
分
活
用
さ
れ

る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
が
四
月

か
ら
一
か
月
七
、
四

0
0円
（
現
行

七
、
一

0
0円
）
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
給
付
費
は
、
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
と
、
国

の
負
担
な
ど
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
長
期
的
に
み

て
、
支
出
額
（
給
付
費
）
と
収
入
額

（
保
険
料
収
入
や
国
庫
負
担
な
ど
）

は
、
つ
り
あ
い
が
と
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
国
で
は
、
将

来
予
想
さ
れ
る
受
給
者
や

給
付
費
の
増
加
を
見
込
み

な
が
ら
、
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
の
負
担
も
配
慮
し
て
、

毎
年
見
直
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
老
後
生
活

の
大
き
な
支
え
と
し
て
大

切
な
役
割
を
果
し
て
い
ま

す。
皆
さ
ん
方
の
負
担
は
増
え

ま
す
が
、
豊
か
な
老
後
を

迎
え
る
た
め
保
険
料
の
引

き
上
げ
に
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
月
か
ら

七
千
四
百
円
に

ー
国
民
年
金
保
険
料
ー
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CE川互菱蓑洟徳空踪
4月5日～5月3日

児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

昭
和
六
二
年
四
月
一
日
よ
り
支
給
対

象
範
囲
が
、
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

第
二
子
分
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五

八
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
児

童
（
昭
和
六
二
年
四
月
一
日
に
お
い

て
満
四
歳
未
満
の
児
童
）

又
、
第
三
子
以
降
分
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
三
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま

れ
た
児
童
（
昭
和
六
二
年
四
月
一
日

に
お
い
て
満
九
歳
未
満
の
児
童
）
を

含
む
三
人
以
上
の
児
童
に
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

認
定
ま
た
は
改
定
の
請
求
は
、
昭

和
六
二
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
行
い
、

そ
れ
ま
で
に
提
出
の
な
い
場
合
は
支

給
月
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
御
注
意
下
さ
い
。

尚
、
該
当
者
に
は
、
既
に
役
場
か

ら
通
知
い
た
し
ま
し
た
。
請
求
書
を

遅
れ
な
い
よ
う
ご
提
出
下
さ
い
。

又
、
昭
和
六
二
年
三
月
三
一
日
を

も
っ
て
、
児
童
手
当
の
受
給
資
格
が

消
滅
す
る
人
は
、
四
月
以
降
に
届
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
町
民
課
ま
で

提
出
し
て
下
さ
い
。

丸
山
公
園
に
、
し
ゃ
く
な
げ
、
つ
つ
じ
、
さ
く
ら

が
咲
き
ほ
こ
り
、
谷
間
に
は
小
鳥
が
さ
え
ず
る
一
年

中
で
最
も
美
し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
肱

川
町
観
光
協
会
で
は
、
恒
例
の
花
ま
つ
り
を
内
容
ゆ

た
か
に
計
画
し
、
今
年
は
と
く
に
マ
ス
釣
り
大
会
も

行
い
ま
す
。
花
見
に
、
お
茶
に
、
の
ど
自
慢
に
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け
下
さ
い
。
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児
童
手
当
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

鹿野川花まつり行事

行事名 日 時 場 所 摘 要

花まつり 4月5日
・鹿野川園地

神事
-----------------------------

式 典 11 : 00------13 : 00 もちまき

カラオケ 4月5日
鹿野川園地------------------------------

大 会 13: 00~16 : 00 

マス釣り 4月5日 河 辺 J 11 
------------------------------

大 会 9 : 30------15 : 00 （丸山公園下）

お茶 会
4月19日

丸山公園ーーー・・―------------------------
11 : 00----15: 00 

俳句大会
4月19日

肱川町公民館- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ＊ - - - - -

10: 00------16: 00 

エビネラン 4月25日～26日
丸山公園・胃―---------------------------

展示即売会 9 : 00------17 : 00 

4月29日
肱川町公民館川 柳大会 ,.~ . ..--------• ------．. ----.．---

10: 00-----16: 00 

子供のど 5月3日
鹿野川園地----------------------：： -------

自 慢大会 13: 00......... 16: 00 

▽
四
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
が
新

し
く
な
り
ま
す
ー
。

四
月
一
日
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

証
が
新
し
く
な
り
、
今
ま
で
の
灰
色

の
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
四

月
に
入
る
と
た
だ
ち
に
部
落
長
さ
ん

か
役
場
町
民
課
へ
返
し
て

下
さ
い

。

・

新
し
い
保
険
証
は
薄
茶

色
で
す
。

▽
十
四
日
以
内
の
届
出
を

一

守
り
ま
し
ょ
う
ー
。

臣

三
月
・
四
月
は
異
動
の

多
い
時
期
で
す
。
転
出
・

転
入
・
会
社
等
他
の
保
険
に
加
入
し

た
時
、
又
は
や
め
た
時
、
世
帯
主
は

必
ず
十
四
日
以
内
に
届
出
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

届
出
が
お
く
れ
る
と
、
両
方

の
保
険
に
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
っ
た
り
、
又
は
急
病
の

時
、
保
険
証
が
な
い
た
め
に
医

療
費
を
全
額
支
払
わ
ね
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。

届
出
の
時
は
、
印
か
ん
と
今

ま
で
の
保
険
証
を
持
参
し
て
下

さ
い

。

▽
も
う
＿
枚
の
保
険
証
を
ー
。

新
し
く
高
校
・
大
学
へ
進
学

さ
れ
、
遠
隔
地
被
保
険
者
証
が

必
要
な
方
は
在
学
証
明
書
と
、

現
在
の
保
険
証
、
印
か
ん
を
持
っ

て
町
民
課
国
保
係
へ
申
し
出
て

下
さ
い
。
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〕
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岩
谷
小
学
校
（
全
校
児
童
二
十
人
）

は
二
月
十
七
日
、
ま
ち
の
学
校
砥
部

町
立
宮
内
小
学
校
（
全
校
児
童
六
百

五
十
七
人
）
を
訪
れ
、
緑
の
少
年
隊

活
動
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
や
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
交
流
を
深
め
ま
し

た。
こ
れ
は
、
愛
媛
県
と
肱
川
町
が
林

野
庁
の
指
定
を
受
け
て
す
す
め
て
い

る

「林
業
後
継
者
活
動
活
性
化
対
策

事
業
」
の
一
環
の
行
事
で
、
街
に
緑

を
ふ
や
そ
う
と
し
て
い
る

「ま
ち
の

子
」
と
「
山
の
子
」
が
交
流
し
、
お

互
い
の
立
場
を
理
解
し
合
う
の
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

同
日
は
午
前
八
時
岩
谷
小
学
校
を

出
発
、
同
十
時
に
到
着
、
体
育
館
で

宮
内
小
学
校
緑
の
少
年
隊
（
三
年
生

以
上
全
員
、
約
四
百
二
十
人
）
と
対

面
し
ま
し
た
。

最
初
に
県
林
業
課
原
主
席
指
導
員
、

河
野
森
林
組
合
長
が
趣
旨
説
明
を
行

い
、
お
互
い
の
学
校
紹
介
と
活
動
報

告
を
し
た
後
、
意
見
交
換
、
続
い
て

交
歓
会
に
移
り
、
宮
内
小
側
か
ら
、

宮
内
太
鼓
や
シ
シ
舞
、
伊
予
万
オ
で

歓
迎
さ
れ
る
と
、
岩
谷
小
側
は
二
十

分
の
一
の
小
人
数
な
が
ら
先
生
も
交

じ
っ
て
堂
々
と
校
歌
と
肱
川
音
頭
を

披
露
し
こ
れ
に
応
え
ま
し
た
。
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
は
両
校
の
児
童
が

入
り
乱
れ
て
簡
単
な
ゲ
ー
ム
も
行
い
、

終
る
こ
ろ
に
は
す
っ
か
り
打
ち
と
け

あ
い
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
の
た

め
予
定
の
記
念
植
樹
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
体
育
館
で
ク
ヌ
ギ
の
木

（
岩
谷
小
）
と
パ
ン
ジ
ー
（
宮
内
小
）

を
交
換
、
交
流
の
記
念
と
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
宮
内
小
が
岩
谷
小
を
訪
問

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
ま

す
ま
す
こ
の
交
流
が
発
展
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

宮内小学校体育館で交歓会

産業分類別事業所数および従業者数の推移

区＼ ＼分＼ ：＼（調査期次1::1) 
35.6.. 1 38.7.1 41. 7.1 44.7.1 47.9.1 f{).5.15 訪．6.1556.7.1 61.7.1 

事業所数 213 197 184 174 198 192 188 190 225 
総 数

従業者数 931 782 705 673 805 1,058 996 1,129 1,065 

辰曲 林 事業所数 1 1 3 3 3 

産 漁 業 従業者数 1 150 19 45 36 

事業所数 1 
鉱 業

従業者数 1 

事業所数 15 14 14 17 39 29 24 25 34 
建設 業

従業者数 256 247 198 173 150 441 363 388 316 

事業所数 13 12 ， 7 8 14 13 13 18 
業 製造 業

従業者数 102 45 43 107 134 129 161 133 

電気・ガス 事業所数 5 4 4 5 4 2 2 2 2 

水道業 従業者数 43 29 26 24 21 14 13 13 16 

運 輸 事業所数 8 3 3 3 5 5 6 6 ， 
通 信 業 従業者数 43 39 43 44 51 35 35 34 

分 卸売・小売 事業所数 95 96 93 85 77 79 76 74 78 

飲食店 従業者数 224 191 174 162 158 151 161 174 167 

金 融 事業所数 4 3 3 3 4 2 1 

保険 業 従業者数 15 11 12 8 17 7 1 

事業所数 1 
不動産業

従業者数 1 

類 事業所数 73 65 58 54 52 53 55 58 71 
サービス業

従業者数 248 218 211 220 237 200 209 237 286 

事業所数 8 7 8 ， 8 
公 務

従業者数 71 60 66 76 75 

昨
年
七
月
、
全
国
い
っ
せ
い
に
事

業
所
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が

こ
の
ほ
ど
そ
の
速
報
が
出
ま
し
た
の

で
過
去
の
調
査
と
合
わ
せ
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

こ
の
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
事
業

所
は
、
人
が
賃
金
や
報
酬
を
得
て
働

い
て
い
る
商
店
、
工
場
、
役
場
、
神

社
、
寺
院
な
ど
で
、
農
家
も
法
人
化

さ
れ
て
い
る
場
合
は
含
ま
れ
ま
し
た
。

各
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
こ
の
統
計
は
、
わ

が
国
産
業
の
見
取
図
と
し
て
、
地
域

開
発
計
画
、
社
会
保
障
、
雇
用
な
ど

各
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

建
設
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
が
増
え
る

ー
昭
和
六
十
年
事
業
所
統
計
調
査
結
果
ー

事
業
所
統
計
調
査
は
、
三
年
毎
に

実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は

前
回
か
ら
五
年
目
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

事
業
所
数
は
昭
和
六
十
年
七
月
一

日
現
在
、
二
百
二
十
五
で
前
回
に
比

ベ
三
十
五
(
-
八
•
四
％
）
増
加
し

ま
し
た
が
、
従
業
者
数
は
六
十
四
人

（
五
・
七
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

産
業
別
の
事
業
所
数
で
は
、
建
設

業
が
九
（
三
六
％
）
、
サ
ー
ビ
ス
業

が
十
三
（
ニ
ニ
・
四
％
）
そ
れ
ぞ
れ

増
え
て
い
ま
す
が
、
従
業
者
数
で
は

建
設
、
製
造
業
が
絨
少
し
、
サ
ー
ビ

ス
業
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
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改正される反則金額と点数

（昭和62年4月 1日より施行）

普通自動車の場合（麿窟？門竺尺れt年）
違反（反則）行為 現 行 改 正

反則金 点数 反則金 点数

蘭讐
25km以上30km未満

円
点 18,000円 3点

20km以上25km未満 10,000 2 15,000 2 

km 15km以上20km未満 8,000 1 12,000 1 
[ 15 km未 満 6,000 1 9,000 1 

赤 色 等 6,000 2 9,000 2 
信号無視

’占‘‘‘ 滅 5,000 2 7,000 2 

通行区分違反 6,000 2 9,000 2 

通行禁止違反 5,000 2 7,000 2 

指定場所一時不停止 5,bOO 2 7,000 2 

制動装置等 6,000 2 9,000 2 
整備不良

尾 燈 等 5,000 1 7,000 1 

駐停車禁止場所等 5,000 1 12,000 2 
駐停車違反

駐車禁止場所 5,000 1 10,000 1 

定 員 外 乗 車 4,000 1 6,000 1 

路線バス等優先通行帯違反 4,000 1 6,000 1 

警音器吹鳴義務違反 4,000 1 6,000 1 

交差点右左折方法違反 3,000 1 4,000 1 

初心運転者標識表示義務違反 3,000 1 4,000 1 

免許証不携帯 2,000 ／／  3,000 ／ ／ 

増
え
る
自
動
車
台
数
と
運
転
免
許

人
ロ
ー
'
|
こ
の
数
と
同
じ
よ
う
に
、

交
通
事
故
は
こ
こ
数
年
増
加
し
、
交

通
事
故
死
者
も
五
年
連
続
し
て
九
千

人
を
突
破
し
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
交
通
事
故
の
原
因
の
一
っ
と
し
て

交
通
の
流
れ
を
妨
げ
る
違
法
駐
車
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
交
通
違

反
等
に
対
す
る
罰
金
や
反
則
金
の
額

は
、
最
近
の
物
価
水
準
な
ど
に
比
べ

著
し
く
低
い
た
め
、
違
反
行
為
を
防

止
す
る
機
能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

交
通
事
故
を
減
ら
し
、
安
全
な
交

通
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
昨
年
、
道

路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
四

駐
停
車
違
反
に

反
則
金
一
ガ
ニ
千
円

道
路
交
通
法
を
改
正

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
主
な
改
正
点
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
（
別
表
参
照
）

一
、
罰
金
・
反
則
金
の
大
幅
引
上
げ

罰
金
が
二
倍
、
反
則
金
は
約
一
・

五
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に

駐
停
車
違
反
に
対
す
る
反
則
金
に
つ

い
て
は
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
ら
れ
た
と
き
は
、

す
み
や
か
に
車
を
移
動
し
、
最
寄
り

の
警
察
官
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
そ
の
際

警
察
官
が
は
が
し
ま
す
。

交
通
の
妨
げ
に
な
り
、
危
険
を
生

じ
さ
せ
る
違
法
車
両
は
、
速
や
か
に

移
動
さ
れ
ま
す
。
移
動
に
つ
い
て
は
、

公
安
委
員
会
の
指
定
し
た
公
益
法
人

が
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

二
、
違
法
駐
車
に
対
す
る
措
置
強
化
ま
す
。

駐
車
違
反
を
し
て
は
ら
れ
た
ス
テ
ッ

‘

カ
ー
を
勝
手
に
破
っ
た
り
、
取
り
除

く
と
処
罰
（
二
万
円
以
下
の
罰
金
ま

た
は
科
料
）
さ
れ
ま
す
。
駐
車
違
反

三
、
交
通
反
則
通
告
制
度
の
適
用
範

囲
拡
大

交
通
反
則
通
告
制
度
と
は
、
交
通

違
反
行
為
の
う
ち
、
比
較
的
軽
い
も

の
（
反
則
行
為
と
い
う
）
に
つ
い
て

一
定
期
間
内
に
郵
便
局
や
銀
行
に
定

額
の
反
則
金
を
納
め
れ
ば
、
裁
判
所

の
審
判
を
受
け
な
い
で
事
件
が
処
理

さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
の
法
律
改
正
で
、
過
去
一
年

以
内
に
反
則
行
為
を
し
て
免
許
停
止

処
分
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

特
定
の
反
則
行
為
の
場
合
は
、
交
通

反
則
通
告
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
時
速
二
五
キ
ロ
以
上
三

0
キ

ロ
未
満
の
ス
ピ
ー
ド
違
反
に
つ
い
て

も
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

四
、
行
政
処
分
点
数
の
引
上
げ

駐
停
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所

等
）
の
違
反
点
数
が
二
点
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
ま
た
、
時
速
二
五
キ
ロ
以

上
三

0
キ
ロ
未
満
の
ス
ピ
ー
ド
違
反

は
新
し
く
点
数
が
三
点
つ
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど

k
-

、”

◇
新
入
学
（
園
）
児
を
交
通
事
故

か
ら
守
ろ
う

0

家
庭
で
は
親
が
中
心
と
な
っ

て
安
全
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

特
に
「
必
ず
止
ま
っ
て
確
か

め
る
習
慣
」
を
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ

ニフ0

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
子
供

を
見
か
け
た
と
き
は
、
徐
行
は

た
は
一
時
停
止
を
励
行
し
ま
し
ょ

゜
ニフ「後 警入あ がと ◇はも等を 0

°戸叙 こ っを 嘩‘伽Ilfn ゃなのか

りとけ違
ま び る 法
す出の駐
のしみ車
で事では
‘故な他

違のく人
法原‘に
駐 因子 迷
車と供惑
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有友会長のあいさつ

公演をしていただいた赤松氏

去
る
二
月
十
九
日

午
前
九
時
半
よ
り
農

林
会
館
二
階
会
議
室

に
て
、
昭
和
六
十
一

年
度
肱
川
町
栗
生
産

同
志
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
町
産

業
課
、
経
済
連
、
普

及
所
、
喜
多
共
済
組

合
よ
り
来
賓
を
迎
え
、

役
員
、
各
支
部
代
議

員
農
協
の
出
席
の
も

と
、
有
友
会
長
、
鉾

岩
組
合
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
議
事
は
、
第

一
号
議
案
「
昭
和
六
十
一
年
度
事
業

報
告
並
び
に
決
算
承
認
に
つ
い
て
」
、

第
二
号
議
案
「
昭
和
六
十
二
年
度
事

業
計
画
並
び
に
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
」
の
二
議
案
が
協
議
さ
れ
た
。

事
業
報
告
で
は
、
昨
年
の
販
売
状

況
が
報
告
さ
れ
、
特
に
韓
国
産
栗
の

輸
入
に
よ
り
価
格
が
暴
落
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
年
産

に
つ
い
て
更
に
厳
し
い
状
況
が
予

想
さ
れ
る
中
で
、
産
地
問
競
争
に
打

ち
勝
っ
た
め
に
、
肱
川
く
り
の
品
質

向
上
と
生
産
基
盤
の
充
実
を
計
る
べ

く
同
志
会
組
織
の
総
力
を
結
集
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
改

植
、
縮
間
伐
の
徹
底
、
低
樹
高
栽
培
の

普
及
、
施
肥
、
防
除
の
徹
底
、
共
販

体
制
の
強
化
、
研
修
会
の
充
実
等
に

つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

又
、
大
玉
と
小
玉
の
価
格
差
が
大

き
く
な

っ
た
た
め
に
点
数
制
度
の
見

直
し
を
計
る
こ
と
、
「
肱
川
」
栗
に

つ
い
て
は
そ
の
商
品
性
か
ら
み
て
、

高
接
ぎ
に
よ
る
更
新
を
す
る
こ
と
も

合
わ
せ
て
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
な
お

高
接
ぎ
に
つ
い
て
は
、
農
協
取
り
扱

い
苗
に
つ
い
て
一
本
当
り
五
十
円

の
助
成
を
出
す
こ
と
、
穂
木
に
つ
い

て
は
「
日
向
」
を
用
意
し
て
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
決
算
、
予
算
に
つ
い
て
は
原
案

3年更新せん定略図（赤松氏）

戸

伸手状枝とは手を広げて

伸ばした様に見えるので

赤松氏が命名

二年

通
り
承
認
さ
れ
、
総
会
を
閉
会
し
た
。

総
会
終
了
後
、
三
間
町
で
低
樹
高

栽
培
を
取
り
組
ま
れ
、
農
林
大
臣
賞

も
受
賞
さ
れ
て
い
る
赤
松
保
孝
氏
に

よ
る
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

赤
松
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
年
の
台

風
被
害
が
契
機
と
な
っ
て
せ
ん
定
に

取
り
組
み
始
め
、
六
十
年
の
実
績
で

反
収
六
六
九
認
、
ニ
ニ
万
四
千
円
、

一
日
当
り
労
働
報
酬
一
万
―
―
―
千
円
余

り
と
い
う
好
成
績
を
残
さ
れ
、

「栗

つ
く
り
ほ
ど
い
い
も
の
は
な
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。

せ
ん
定
は
、
三
年
更
新
を
主
体
に

し
て
行
い
、
順
時
樹
高
を
低
く
お
さ

え
て
い
く
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

三年

て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
せ
ん
定
だ
け
に
よ
っ
て

そ
の
よ
う
な
好
成
績
が
あ
げ
ら
れ
た

の
で
は
な
く
、
鶏
フ

ン
一
t
/
+
a

投
入
施
肥
、
防
除
の
徹
底
と
い
う
基

本
技
術
の
厳
守
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

又
、
農
業
に
つ
い
て

「
農
業
は
つ

く
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
経
営
が

伴

っ
て
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
『
い

か
に
収
益
を
上
げ
る
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の

た
め
に
は

「研
究
者
」「
技
術
者
」「
労

働
者
」
「
経
営
者
」
の
四
つ
の
面
を
伴

う
農
業
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』

と
い
う
こ
と
で
講
演
を
終
わ
り
ま
し
た
。
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去
る
―
―
―
月
五
日
、
ユ
ズ
生
産
部
会

の
せ
ん
定
講
習
会
と
六
十
一
年
度
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

せ
ん
定
講
習
会
は
、
予
子
林
の
東

さ
ん
の
圏
で
、
二
十
名
余
り
の
部
会

員
の
参
加
の
も
と
、
普
及
所
の
植
岡

先
生
の
指
導
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
終
了
後
農
林
会
館
二
階
会

議
室
で
六
十
一
年
度
総
会
を
行
な
い
、

六
十
一
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、

六
十
二
年
度
事
業
計
画
、
予
算
書
の

承
認
等
の
議
事
を
協
議
し
ま
し
た
。

六
十
一
年
産
ユ
ズ
は
、
町
内
で
五

-
．
六
t
の
出
荷
が
あ
り
、
全
国
的

ゆず部会総会
C..—•マ．

} ← 

せ ん定 前

日 程 表
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旦時
堕 旦阿 古 時

堕
i 旦既 古旦堕 時

＝ 問
] 土孟 t ] 土> 因 > 店] 雰> >
道 中 正

.子. ~ 白 大 大 中 小 久 月 中 下 岩 中 小 予
野 居 山 和］ 石 谷 平 野 藪 下 野 敷 嵯 谷 津 倉 子

場尾 谷
小ヌ旦

J 11 集 事 橋 集 ノ‘‘ 尾 水 峨 小 集 林
集 事 会 業 島 会 ス 集 集 谷 グ 会 小 事

嘉 ,L:,.. ココ ロ 業 所 所 森 神 所 停 会 会 集 ラ 所 倉 業
城 所 所 部 社 所 所 ノ＝ ウ ノゞ 所

悶
ヽ

落 所 ン／ ス
汗 集 ド 停

所 生 会 横
集 所
会
所

所

ユ
ズ
部
会
総
会
を
開
催

な
裏
作
の
た
め
価
格
は
平
均
二
九
〇

円
／
此
と
好
価
格
で
販
売
で
き
、
販

売
金
額
は
一
、
四
九
四
万
円
と
前
年

対
比
二
四
三
％
の
成
績
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
市
場
出
荷
と
加
工

向
出
荷
の
割
合
を
み
る
と
、
市
場
出

荷
が
全
体
の
二
四
％
で
あ
り
、
収
入

を
上
げ
る
た
め
に
は
、
せ
ん
定
を
始

後

I,1虹；『lS40臼 00900

丸山の動プコ少IJ書ム序段
M口1口1口 MBFl口1口

検
を
受
け
て
下
さ
い
。

最
寄
り
の
会
場
へ
持
ち
込
ん
で
点

め
と
し
て
肥
培
管
理
の

徹
底
に
よ
り
、
市
場
向

け
出
荷
の
割
合
を
せ
め

て
五

0
％
以
上
に
も
っ

て
い
く
こ
と
が
今
後
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
役
員
改
選
を
行

い
、
部
会
長
に
渡
辺
弘

務
氏
（
留
任
）
、
副
部

会
長
に
岡
本
完
一
郎
氏

（
留
任
）
を
選
び
閉
会

し
ま
し
た
。

/
r
 

9

↓
 

// 

肱
川
農
協
農
機
具
セ
ン
タ
ー
で
は
、

例
年
シ
ー
ズ
ン
前
に
行
っ
て
お
り
ま

す
刈
払
機
動
力
散
粉
機
等
の
ニ
サ
イ

ク
ル

エ
ン
ジ
ン
の
一
斉
点
検
を
今
年

も
下
記
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

尚
使
用
部
品
代
金
は
頂
き
ま
す
が

点
検
整
備
料
金
は
無
料
て
す
。

2
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
の
点
検
に
つ
い
て



領。8。領） 品R沼我見） 認 (8)

r----------------------------------------------------------
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ia-_ー三譴ー □三 ！ 
i 

ペ旦竺屯芭・ l 
！ 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ' 

！ 

: .  ・・--・--・ : 
！ 肱川土場木材相場表
！ 第 433回市昭和62年2月17日 1 肪 ll町森林組合彰渾茸相場峨 I i 
！ 県森連市より （単位オ当り：円） 1. 市売日…昭和62年2月13日
！ 1. 販売数呈・・・ 11 7ケース1,930. 9ぼ i 

長さ未口径
！ ＾ ギ ヒ ノ キ 1．数量内容及び乎均単価 ！ 
！ 

マツ その他 ！ 

I : ／口〗ョ〗：：ガ11::[［ク［〗：三［ ！； ［；： 亨1:： I卜価コ／〗9： I柄ココ［口1|
lxrn（二） 68I -I 141 

大 厚 5, 2 4 0 ド ン コ 小 3, 3 1 0 
! -18cm上 54材（松・杉・桧）
t 1-OO 92 - 180 - 24cm上 57未口 3~ 6cm 中厚上 ー 特 用 大 葉 3, 4 2 o i 
! 18cm上 52 - l17 - 30cm上 68長さ 2m 中厚並 4, 6 2 0 大パレ 2, 8 6 0 

7 cm下本 11本一本 11本一 1本 71ftj ! 
; l2ml8cm上 15 8 15 8 

小 厚 3, 9 1 0 特 用 中 葉 3, 4 1 0 ! 
i I"''11116cm上 26 15 50 31 13cm上 31松ハリ材 大ウス 4, 3 9 0 中バレ 2, 9 5 0 
t 30cm上 50 - 110 - 30cm上 31 16cm~22cm 中ウス上 ー 特 用 小 葉 2, 9 9 o i 

訟 m（二） 73 204 3 m61円
t 16 m l&:mOOI 96 296 4 m68円 中ウス並 4, 0 5 0 小バ 2, 6 0 0 ! i特選 1年（二） 110 - 232 - 5 m75円 小ウス 3, 5 3 0 変形大 3. 0 2 0 t 

lxrnOOI 250 512 6 m71円

！ 足場 1m当り 25~140円 尺当り 8~46円ー等材
ジャミウス 3, 0 6 0 変形小 2, 9 4 0 

！ 今回市は檜、擾良材の多量出材を見、高イ直で取引きされる ドンコ大 5, 0 0 0 色 落 2, 0 8 O I 
i 備考 一般材は横這い。小丸太は依然弱気 ドンコ中 4. 2 5 0 

ピ-- - - - - -----＿ここ-コ---=-J
愛
媛
県
林
業
試
験
場

は
毎
年
一
回
づ
つ
、
東

予
・
中
予
・
南
予
で
試

験
研
究
成
果
の
発
表
会

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
月
は
、
そ
の
中
よ
り

試
験
研
究
開
始
後
―
―
―
年

目
で
す
が
、
ク
ヌ
ギ

林
の
施
肥
試
験
の
様
子

を
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
試
験
は
、
肱
川

町
の
名
荷
谷
に
お
い
て
、

緩
効
性
肥
料

(
N
.
p
.

k
1
5
こ
2

こ
2
)

と

一
般
化
成
肥
料

(
2
0
~

12
こ
に
）
を
施
肥
し
た

場
合
と
、
施
肥
し
な
い

場
合
の
成
長
度
合
を
調

べ
て
お
り
ま
す
。
施
肥

量
は
、
十

a
当
り
緩
効

性
肥
料
を
四
六
・
七
kg
、

一
般
化
成
肥
料
は
三
五
・

o
k
g
を
毎
年
二
月
に
施

肥
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
結
果
は
、

表
ー
1
・
表
ー

2
の
よ

う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

表
ー
1
を
見
て
み
ま
す

と
、
緩
効
化
成
区
と
一

般
化
成
区
の
樹
高
の
指

数
は
、
一
六
0
•
五
ノ

一
五

0
．
一
胸
高
直

径
の
指
数
は
、
一
八
ニ
・

ニ
ノ
一
七

0
・
1
―
―
と
多
少
、
緩
効
化

成
区
の
方
が
良
い
よ
う
で
す
が
、
無

施
肥
区
の
樹
高
指
数
の
―
ニ
ニ
・
ニ

ノ
胸
高
直
径
指
数
の
ニ
―

10・

一
と

較
べ
る
と
、
明
ら
か
に
施
肥
の
効
果

が
現
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
土
壌
の
深
さ
と
生
長
の
程

度
を
調
べ
た
の
が
表
ー
2
で
す
。
胸

高
直
径
で
は
、
土
壌
の
深
い
所
と
浅

い
所
と
の
差
が
あ
ま

り
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

樹
高
指
数
を
見
て
み

ま
す
と
、
無
施
肥
区

は
―
二
五
・
一
対
一

三
四
・
四
と
あ
ま
り

差
が
で
ま
せ
ん
が
、

緩
効
化
成
区
で
は
一

四―

・
O対
一
七
三
・

五
、
一
般
化
成
区
で

も
一
四
六
・
一
対
一

七

0
・
ニ
と
、
明
ら

か
に
差
が
で
て
お
り

ま
す
。わ

ず
か
―
―
―
年
間
の

途
中
経
過
で
す
が
、

以
上
の
こ
と
か
ら
次

の
こ
と
が
解
か
る
と

思
い
ま
す
。

①
施
肥
を
し
た
ク

ヌ
ギ
は
、
し
な

い
ク
ヌ
ギ
よ
り

高
く
、
太
ぐ
生

長
す
る
た
め
、

表ー1 肥料の種類と生長

樹

施肥前

342.5 

374. 8 

39.7 

3戸 胸高

施肥前

25. 8 

27. 3 

30. 2 

直径

3年後

47.0 

46. 5 

39.3 

(mm) 

指数

182.7 

170.3 

130. 1 

ク
ヌ
ギ
林
施
肥
の
試
験
経
過

表ー 2 土壌の深さと生長

試;:ミぅ： 樹 高 (cm) 胸 高直径 (mm) 

施 肥前 3年後 指 数 施肥前 3年後 指 数

緩 効 45 326.8 460.7 141. 0 25. 6 42. 1 164. 5 

化成区 90+ a 414.9 719.8 173.5 30. 9 54.9 177.7 

般 55 400.2 584.7 146. 1 32.0 53.2 166.3 

化成区 65+ a 417.2 709.9 170.2 36. 4 58.2 159.9 

無 施 55 359. 1 449.2 125. 1 25. 1 34. 5 137.5 

肥］ 区 65+ a 398.0 535.0 134. 4 32.5 46.6 143.4 

早
く
椎
茸
原
木
と
で
き
ま
す
。

②
同
じ
施
肥
を
す
る
な
ら
、
土
の

深
い
林
地
程
、
伸
び
が
良
く
、

効
果
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
椎
茸
生
産
を
続
け
る

た
め
に
は
、
原
木
の
自
給
自
足
を
目

指
す
こ
と
が
非
常
に
大
切
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
植
林
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
ク
ヌ
ギ
山
が
少
な
い
場
合
に

は
、
施
肥
に
よ
っ
て
一
年
で
も
早
く

原
木
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

林

・

改

金

本
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土
づ
く
り
と
し
て
堆
肥
、
稲
わ
ら

を
施
用
し
、
荒
耕
起
を
す
ま
せ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
鶏
ふ
ん
、
苦
土
石
灰
は

定
植
の
一
ヶ
月
前
に
全
面
施
用
し
、

化
成
肥
料
等
の
施
用
は
定
植
前
十
五

日
に
施
用
し
、
整
地
畦
立
を
す
る
。

畦
の
高
さ
は
、
畑
で
二
十
か
ら
二

十
五
Cm
、
田
の
場
合
は
三
十
ー
五
十

cm
に
す
る
。

畦
幅
は
百
五
十
Cm
を
標
準
と
す
る
。

畦
立
て
と
同
時
に
、
田
の
場
合
は

周
辺
か
ら
の
流
入
水
や
地
下
水
に
よ

る
湿
害
防
止
と
し
て
、
排
水
溝
を
整

備
す
る
。

畦
立
て
後
、
十
分
水
分
が
あ
る
状

態
で
ポ
リ
マ
ル
チ
を
被
覆
し
、
ト
ン

ネ
ル
が
け
を
す
る
。

定
植
後
、
活
着
を
よ
く
す
る
た
め

に
は
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
地
温
と
土
壌

水
分
か
十
分
に
あ
る
こ
と
が
大
切
で

す
か
ら
、
定
植
前
七
日
か
ら
十
日
の

余
裕
が
あ
る
よ
う
に
す
る
。

ヨ
ト
ウ
ム
シ
の
多
い
所
は
、
ポ
リ

マ
ル
チ
を
か
け
る
前
に
、
カ
ル
ホ
ス

粉
剤
を
十

a
当
り
四
ー
六
kg
を
畦
に

散
布
し
土
壌
と
混
和
す
る
。

定
植
は
本
葉
一
―
―
枚
か
ら
四
枚
の
接

木
苗
を
定
植
す
る
。

ト
ン
ネ
ル
き
ゅ
う
り
の
定
植
準
備

野

字
米

栗
0

更
新
せ
ん
定

過
密
植
の
老
朽
高
木
園
で
は
、
既

果

樹

作り間裕と
き業‘に長あ株し定
ゅに昨余期る間て植
う余年裕穫もはいの
り裕ののりの八る時
のが実あにと十゜期
施出績るすすか は

三 用 肥てかこるるら 四
‘量 設いらとた゜八 月

一 三一〇＾計るみがめ十中
四四九〇二〇単十 ゜て大に 五 旬
000000位 a ‘切は cm を

当 整で ‘ の 目
り 枝あ株余標

累古

〗 1ヽ □ □ 〗月;:内 9［ ： □ 且且〗·l_ 
中い流的ぃめれ主 うを二 ←拳に改善）

旬で動に°のを枝の抜年
でしがはへ切せに がき計

すoto 〗:門 t: ： ； : : ］］且二IごこいLエ m

最て方 んながす 目 年 し 樹 ま 下 り 前 を ち 間 植 う 本 二 栽 十 内 ま低に
適かが 定くあ゜に目て勢りさも後—‘伐部にに十植 a つ下生
期らよ を大るま ー は い が に い ど ま ・ 残 し の ‘ な ！ 本 当 ぎ てし産
は 行 く 行事場 た挙問る衰も°しで五存た樹過る三数た-い

で
て性

‘ う‘ つに合‘ 更 伐 場 退 ‘ あ て 切 m 樹のを密よ十がり 、ましが

種

類
堆

肥

苦
土
石
灰

鶏
ふ
ん

油
か
す

リ
ン
ス
タ
ー

i
B
大

0
四
号

夏
型
の
新
品
種

ニ
ュ
ー
き
り
し
ま
の
紹
介

葉
は
丸
葉
で
大
き
く
、
濃
緑
色
で

厚
く
、
茎
は
太
く
節
間
は
や
や
伸
び

る
。
子
づ
る
は
太
く
中
位
で
、
よ
く

発
生
し
、
孫
づ
る
の
発
生
も
早
い
。

雌
花
節
は
、
春
ま
き
で
四
十
か
ら
五

+
％
位
、
夏
ま
き
で
二
十
％
位
で
一

ー
ニ
果
成
り
を
示
す
。
果
長
二
十
か

ら
二
十
二

cm
で
色
よ
く
、
果
揃
が
よ

、。し

ユ

ズ

0

春
肥
の
施
用

春
肥
は
、
発
芽
し
た
新
梢
葉
の
伸

長
、
緑
化
充
実
、
開
花
結
実
、
果
実

の
肥
大
に
利
用
さ
れ
る
た
め
重
要
で

す
。
そ
こ
で
、
三
月
中
、
下
旬
に
、

甜小技IH.，う1かずに

残す

¥------------r 
t l r 

r~伐
過密植の老朽高木団での更新剪定法

2年目

九
十

crnX
三
十

水
田
農
業
確
立
対
策
に
よ
り
、
米

の
転
作
割
当
が
多
く
な
り
、
転
作
作

物
の
選
定
を
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
と
考
え
る
が
、
排
水
の
良
い
水
田

に
転
作
し
て
、
収
益
を
で
き
る
だ
け

上
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

．黒
大
豆
は
、
大
粒
で
品
質
の
良
い

も
の
は
正
月
の
煮
豆
用
と
し
て
、
十

二
月
上
旬
に
出
荷
す
れ
ば
、
有
利
に

販
売
で
き
ま
す
。

肥
培
管
理
を
十
分
に
し
て
、
大
粒

を
、
多
く
収
穫
す
れ
ば
、
水
稲
程
度

の
収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

黒
大
豆
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト
は
、

一
、
品
種
は
、
新
丹
波
黒
で
大
粒
の

種
子
を
使
用
す
る
。

二
、
播
種
時
期
は
、
六
月
二
十
日
を

基
準
と
す
る
。
（
直
播
は
六
月
十
日

頃）
――-
、
栽
培
密
度
は
、

crn 四、

播
種
量
は
、
移
植
栽
培
で
三
kgo

直
播
栽
培
で
四
ー
五
kgo

ハ
ト
の
被
害
回
避
対
策
を
考
え

る。

五
、
本
葉
四
ー
六
枚
で
摘
芯
す
る
。

六
、
病
害
虫
の
防
除
徹
底

七
、
収
穫
は
、
十
一
月
中
旬
で
、
十

二
月
十
日
ま
で
に
出
荷
で
き
る
よ
う

調
整
す
る
。

黒
大
豆
栽
培
の
要
点

普

適

作

燐加安14号を十a当たり六十kg

施用して下さい。

中月野正予子 小 大 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
4 月月月月 4 月月月月月月月月月月月月月月月

津尾山林薮谷 月 2417 10 4 a 油
日日日日日日日日日日日日日日日

小.岩． 居谷中． 大駄場． 汗． 肱． PL ＾ 金、日 ＾ 金-日 -金、日←―-士日-→ 
^ ヽ木 ＾ 火ヽ ＾ 月ヽ ^ ヽ木 ^ ヽ水 ＾ 火ヽ ^ ヽ木 ／ ヽ水 /ヽ火 ^ ヽ木 ＾ 水ヽ /ヽ火 ^ ヽ金 ＾ 木ヽ ／ ヽ水

倉谷 生栄 配達ガ
旦 谷大岩谷和宇和宇予子小薮大谷岩谷和宇宇和予子小薮大谷地岩谷地 宇和17 15 10 8 6 22 2 定予ス 予子和宇小薮谷大地

^ 金-＾ 水-＾ 金-＾ 水-＾ -月-̂水^.____,, 木 林•地川 ・ 区 孟 地地 川ヒ川南林・地地川川南林・ 川北地

30 25 24 20 13 日 津中区岩谷地

区区~ .月区区地北 ・月区区

日 地地津中の 地津中の

^ 、木→―→‘ ＾ 土̀ ＾ 金‘ ＾ ‘月-’ ，-月ー、， 区
区区尾 区区尾 区



領。8。領 硲品園団 総 (10)

価値が出てくるものを…

閉団閉翌l
瓶 長 記 先 生

む
ら
お
こ
し
、
地
域
の
活
性
化
を
め

ざ
す
イ
ベ
ン
ト
が
、
全
国
各
地
で
さ
か

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

肱
川
町
で
も
特
産
開
発
事
業
、
商

H

会
の
む
ら
お
こ
し
事
業
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ふ
る
さ
と
事
業
な
ど
具
体
的
な
取
り
＜

み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
四
回
目
の
文
化
講
演
会
は
、
町
・

商
工
会
・
公
民
館
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
、
イ
ベ
ン
ト
演
出
家
の
二
瓶
長
記
先

生
を
お
迎
え
し
て
「
地
域
の
活
性
化
と

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
と
題
し
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
各
地
の
事
例

を
あ
げ
な
が
ら
の
お
話
し
で
、
講
演
の

時
間
が
短
く
感
じ
ま
し
た
。

以
下
は
、
お
話
し
を
要
約
し
た
も
の

ー
で
す
。
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五
次
産
業

イ
ベ
ン
ト
は
三
・
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私
は
、
日
本
全
国
を
歩
い
て
、
い
ろ

ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
ふ
れ
て
き
た
。
昨
年

全
国
で
イ
ベ
ン
ト
と
称
す
る
も
の
は
、

一
万
六
千
件
実
施
さ
れ
て
い
る
。
国
自

体
も
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
も
の
に
関
心
を

持
ち
出
し
て
い
る
。

一
万
六
千
の
イ
ベ

ン
ト
の
内
、
大
半
は
そ
れ
ほ
ど
効
果
が

な
く
、
た
だ
や
っ
て
い
る
と
い
う
の
が

実
態
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
何
故
イ
ベ
ン

ト
を
や
ら
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
か
の
認

識
が
な
く
、
碁
本
的
な
事
が
頭
に
な
い

か
ら
で
あ
る
。

今
日
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
使
っ
て
地
域

に
活
力
を
つ
け
る
お
話
し
を
、
事
例
を

ま
じ
え
て
し
た
い
。

イ
ベ
ン
ト
は
三
・
五
次
産
業
で
あ
る
。

形
の
な
い
も
の
を
売
っ
て
い
く
、
例
え

ば
”
情
報
“
を
売
っ
て
い
く
、
（
ど
こ
そ

こ
に
こ
う
い
う
情
報
が
あ
る
よ
と
い
う

よ
う
に
…
）

ア
イ
デ
ア
が
金
に
な
る
時
代
で
あ
る
。

肱
川
で
も
そ
う
い
っ
た
面
に
関
心
を
持
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

三
・
五
次
産
業
の
根
底
に
は
心
を
売

っ

て
い
く
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
特
産

品
の
開
発
に
し
て
も
、
物
を
売
る
こ
と

を
心
に
ま
で
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

•
―
つ
の
例

八
王
寺
市
の
八
百
屋
さ
ん
が
成
功
し

て
い
る
。
近
く
に
大
型
店
が
あ
っ
て
も

影
響
し
な
い
。
こ
の
八
百
屋
で
は
、
別

の
店
で
買
っ
た
も
の
で
も
、
こ
の
店
で

買
っ

た
も
の
と
い

っ
し
ょ

に
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
に
つ
め
、
希
望
の
時
間
に
家
ま
で

配
達
を
し
て
い
る
。
し
か
も
配
達
時
に

折
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
…
…
。
温
か
い
心

が
伝
わ
り
、
そ
の
温
か
い
心
に
つ
れ
て

物
が
売
れ
て
い
く
。
こ
の
八
百
屋
は
心

を
売
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果

と
し
て
物
が
売
れ
て
い
る
。

地
域
の
心
を
売
る

,、

各
地
で
特
産
品
開
発
が
盛
ん
だ
が
、

物
づ
く
り
に
追
わ
れ
て
い
る
時
代
で
あ

る
。
物
づ
く
り
プ
ラ
ス
「
地
域
の
心
」

を
売
れ
ば
物
が
売
れ
て
い
く
。
そ
の
手

段
と
し
て

”
イ
ベ
ン

ト
“
が
あ
る
。
根

本
の
姿
勢
を
。
ヒ
シ
ッ
と
き
め
て
、
は
じ

め
て
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
資
格
が
あ
る
。

心
を
売
っ
て
い
く
商
売
が
三
・
五
次
産

業
で
あ
る
。
又
三
・
五
次
だ
け
で
な
く

一
次
・
ニ
次
・
三
次
産
業
ま
で
波
及
効

果
を
及
ぼ
し
て
い
く
よ
う
な
三
・
五
次

産
業
を
考
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
へ

J

そ
の
や
り
方
が
成
功
し
て
い
る
の
が

北
海
道
の
池
田
町
で
あ
る

r
J

一
次
産
業

で
ぶ
ど
う
を
栽
培
し
、
食
肉
牛
を
育
て

る
。
二
次
産
業
で
は
、
ぶ
ど
う
か
ら
十

勝
ワ
イ
ン
を
製
造
す
る

r
J

三
次
産
業
で

は
ワ
イ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
い
て
、
そ

こ
で
、
肉
用
牛
を
活
用
し
て
、
ス
テ
ー

キ
を
売
る
。
さ
ら
に
三
・
五
次
で
は
、

ワ
イ
ン
ま
つ
り
と
い
う
イ
ベ
ン
テ
を
開

い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
次
か
ら
三
・

五
次
ま
で
連
動
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で

連
動
を
さ
せ
た
。

一
次
産
業
か
ら
で
も
三
・
五
次
産
業

か
ら
入

っ
て
も
よ
い
が
、
常
に
波
及
さ

せ
て
い
く
事
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

地
域
の
産
業
と
ど
う
連
動
で
き
る
の
か
‘

と
い
う
事
も
考
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

あ
―
ら
ゆ
る
震
閲
を
求
め
る
発
祖
｀

i

山
形
県
の
あ
る
漬
物
工
場
（
昔
な
が

ら
の
樽
漬
）
を
見
学
し
た
後
、
漬
物
と

お
茶
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
が
旅
館
で

食
べ
た
も
の
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
が
、

味
が
全
然
違
っ
て
、
本
当
に
お
い
し
く

感
じ
た
。
漬
物
に
つ
い
て
の
い
ろ
ん
な

説
明
を
聞
き
、
知
識
を
得
た
か
ら
、
お

い
し
く
感
じ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

そ
こ
は
、
工
場
を
新
し
く
造
り
変
え
る

話
し
を
さ
れ
た

C

私
は
、
こ
の
建
物
、

方
法
を
残
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
考
え

る
こ
と
を
言
っ
た
。
今
ま
で
は
、
古
い

も
の
を
捨
て
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
捨
て
ら
れ
る

も
の
を
再
度
活
か
す
時
代
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
広
い
土
間
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
私
は
そ
の
土
間
を
生
か
す
事
を
提

言
し
た
。
囲
炉
裏
を
つ
く
り
、
ま
わ
り

に
赤
い
ヒ
モ
ー
セ
ン
を
し
き
、
座
ぶ
と

ん
を
し
き
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
お
き
な

さ
い
。
そ
し
て
、
工
場
見
学
を
ど
ん
ど

ん
受
け
入
れ
、
説
明
を
し
て
ま
わ
り
、

こ
こ
で
漬
物
と
お
茶
を
接
待
す
れ
ば
、

お
吝
さ
ん
が
来
ま
す
よ
…
と
。
こ
れ
か

ら
は
漬
物
を
つ
く
る
第
二
次
産
業
も
第

・ニ
次
産
業
の
こ
と
を
考
え
る
時
代
で
あ

る
。
実
際
に
や
っ
て
み
て
、
も
の
す
ご

く
人
が
来
は
じ
め
た
。
そ
し
て
こ
こ
で

売
れ
る
量
が
バ
カ
に
な
ら
な
い
ほ
ど
に

な
っ
た
。
工
場
（
二
次
）
の
中
に
三
次

産
業
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

娘
さ
ん
が
琴
を
ひ
き
、
購
売
力
を
あ
お

る
こ
と
を
す
れ
ば
、
三
・
五
次
に
結
び

つ
く
。
既
成
概
念
で
も
の
を
考
え
な
い

で
、
頭
を
や
わ
ら
か
く
す
れ
ば
色
々
な

も
の
が
生
ま
れ
て
く
る
。
既
定
し
て
し

ま
わ
な
い
で
あ
ら
ゆ
る
展
開
が
可
能
な

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
発
想
が
大

切
で
あ
る
。



(11)領。8。領 岱国国． 飼

えす '-------: -----:,--:------.-----_---.--~---.:.:.:.-~--~~~:----

こる
心
。、 ：イヘントは磁場産業
地要 '---------------------------------て--------------…………
場がらと力でも視足の指が昨が 力あ
産あ‘いを民し察助建向訪年あ愛のるイ
業るまけ生俗 ろ を で 設 が れ 一 る 知 ぁ°べ
はのずなみ資く続もが強た年゜県る人 ン

言： ｝誓しと)附謀象閏あ喜<‘一゜門羹塁裳喜立

；し乞睾り嘉盆；誓緊贔隠盟；ろ闘~兜瓦 t 闘
；誓贔9:、良そ゚；翠：霜文、房信り合望睾
い考開かい i舌こ お ‘ ℃ 館 化 人 ‘ 町 魅で

肱川にあってはじめて

団翌徊圏⑮
第4回文化講演会

る
が
、
昔
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
炭
焼

き
、
ゲ
タ
つ
く
り
、
漆
細
工
、
牛
飼
い

な
ど
の
堀
起
こ
し
を
し
た
。
今
の
製
品

に
は
、
人
間
の
心
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る

が
、
も
う
一
度
人
間
が
人
間
ら
し
く
生

き
る
心
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
。
地
場

産
業
に
は
そ
れ
が
あ
る
。

又
、
民
俗
資
料
館
と
同
時
に
観
光
施

設
に
な
ら
な
い
か
と
考
え
た
。

そ
こ
で
昔
の
つ
く
り
を
し
た
民
家
を

移
築
し
て
昔
な
が
ら
の
事
を
実
践
し
て

い
る
。
お
年
寄
り
が
持
っ
て
い
る
技
術

を
活
用
し
て
、
機
織
り
、
竹
細
工
、
漆

細
工
な
ど
を
実
践
し
、
販
売
も
し
て
い

る
。
機
織
り
な
ど
半
年
先
ま
で
予
約
で

い
っ
ぱ
い
だ
と
い
う
。
竹
細
工
な
ど
も

客
は
今
、
お
じ
い
さ
ん
が
つ
く
っ
て
い

る
も
の
を
ほ
し
が
る
つ
（
同
じ
も
の
が

陳
列
し
て
あ
っ
て
も
…
…
）
そ
こ
が
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
。
お
じ
い
さ
ん
が
今
つ

く
っ
て
い
る
現
実
の
姿
、
手
先
で
つ
く

ら
れ
た
そ
の
も
の
と
自
分
の
気
持
ち
と

の
心
が
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
と
は
そ
う
い

う
こ
と
で
あ
る
。
物
を
売
る
の
で
は
な

く
心
を
売
る
の
で
あ
る
。

こ
の
町
の
観
光
に
対
す
る
考
え
方
は

本
当
の
観
光
と
は
地
場
産
業
を
発
展
さ

せ
な
が
ら
、
そ
れ
が
観
光
的
役
割
り
も

に
な
う
。
つ
ま
り
人
を
引
き
つ
け
る
魅

カ
の
あ
る
事
業
に
し
て
い
く
。
だ
か
ら

こ
こ
は
イ
ベ
ン
ト
館
に
し
て
、
地
場
産

業
を
売
り
な
が
ら
人
を
引
き
つ
け
て
い

る
。
こ
こ
で
働
い
て
い
る
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
は
公
務
員
で
あ
る
が
、
そ

の
採
用
条
件
は
、
三
つ
あ
る
。

―
つ
は
六
十
才
以
上
で
あ
る
こ
と
。

シ
ル
バ

ー
産
業
の
時
代

二
つ
め
は
、
手
に
技
術
を
持
っ
て
い
る
。

三
つ
め
に
は
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
人
。

こ
こ
が
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
で
磁
場
産

業
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を
採
用
し
て
い

る。
あ
る
観
光
客
が
炭
焼
き
の
お
じ
い
さ

ん
と
の
写
真
撮
影
の
と
き
、
顔
に
炭
を

つ
け
て
ほ
し
い
と
要
求
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
関
係
者
で
協
議
し
た
結
果
、
自
然

に
つ
い
た
炭
な
ら
か
ま
わ
な
い
が
、
つ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
こ
と
わ
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
あ
そ
こ
で
炭
を
ぬ
ら
せ

た
ら
人
気
が
出
て
、
確
実
に
人
は
ふ
え

る
が
、
三
年
で
お
わ
っ
て
し
ま
う
。
お

客
に
迎
合
す
る
こ
と
は
し
な
い
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。

全
国
か
ら
視
察
が
数
多
く
あ
る
。
水

曜
か
木
曜
が
休
館
日
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
時
に
来
ら
れ
て
も
見
せ
な
い
。
そ

れ
は
、
「
私
達
が
そ
こ
で
扱
っ
て
い
る

核づくりを（

の
は
生
活
文
化
で
す
。
鍋
や
鍬
な
ど
の

生
活
用
品
に
は
そ
れ
自
体
に
は
価
値
が

な
い
。
使
っ
て
こ
そ
価
値
が
あ
る
。
物

と
人
の
ふ
れ
合
い
に
価
値
が
あ
る
。
人

の
い
な
い
民
俗
資
料
館
は
価
値
が
な

い
。
そ
れ
を
見
せ
れ
ば
、
つ
ま
ら
な
い

も
の
と
し
か
思
っ
て
も
ら
え
な
い
。
だ

ク

か
ら
断
っ
て
い
る
の
で
す
」
こ
う

い
う

考
え
方
で
運
宮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
も
の
が
あ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、

価
値
と
は
何
な
の
か
、
徹
底
的
に
追
求

す
る
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
。
今
は
も
の

今
、
何
を
や
れ
ば
い
い
か
と
い
う

．前

に
、
私
達
の
ふ
る
さ
と
と
い
う
も
の
は

ど
う
い
う
ふ
る
さ
と
な
の
か
、
鳥
に
な
っ

た
つ
も
り
で
空
か
ら
見
て
ほ
し
い
。

角
度
を
か
え
て
も
う
一
度
ふ
る
さ
と
を

見
て
み
る
、
大
ま
か
に
と
ら
え
る
と
こ

の
保
存
か
ら
動
体
保
存
の
時
代
に
な
っ

て
い
る
。
全
国
的
に
博
物
館
ば
や
り
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
博
物
館
で
は
ダ
メ

で
あ
る
。
博
遊
館
と
い
う
考
え
方
で
全

て
を
取
り
く
ん
で
い
く
の
で
な
い
と
今

の
人
に
は
取
り
こ
ん
で
も
ら
え
な
い
。

遊
び
な
が
ら
知
識
を
得
る
I

こ
う
い

う
要
素
が
く
っ
つ
い
た
ら
素
晴
ら
し
い

も
の
に
な
る
。
肱
川
の
民
俗
資
料
館
も

そ
う
い
う
考
え
で
運
営
し
て
ほ
し
い
。

磁
場
産
業
に
結
ぴ
つ
け
て
い
く
。
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ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
見
直
す

ろ
か
ら
入
り
こ
む
こ
と
。

イ
ベ
ン
ト
は
町
づ
く
り
の
手
段
で
あ

り
、
目
的
で
は
な
い
。
イ
ベ
ン
ト
の
ア

イ
デ
ア
は
考
え
出
す
も
の
で
は
な
い
。

自
分
達
の
ふ
る
さ
と
を
ふ
り
返
っ
て
み

る
。
歴
史
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み
る
。

歴
史
の
中
に
ヒ
ン

ト
が
か
く
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
拾
う
の
で
あ
る
。

●
ア
イ
デ
ア
は
考
え
る
の
で
な
く
拾
う

も
の
な
り
で
あ
る
。

●
イ
ベ
ン
ト
の
ア
イ
デ
ア
は
、
そ
の
も

の
は
よ
そ
に
あ
っ
て
は
価
値
が
な
く
て

も
こ
の
土
地
に
あ
っ
て
は
じ
め
て
価
値

が
出
て
く
る
も
の
。
（
日
本
全
国
ど
こ

を
探
し
て
も
、
ど
こ
も
や
っ
て
い
な
い
）

こ
う
い
う
ポ
イ
ン
ト
が
大
切
な
の
で

あ
る
。
特
産
品
開
発
に
し
て
も
同
じ
で

あ
ろ
う
。

鳥
取
県
関
金
町
は
、
県
内
で
も
一
番

遅
れ
て
い
る
と
の
レ
ッ
テ
ル
が
あ
っ
た

が
、
昨
年
の
秋
か
ら
全
国
で
も
有
数
の
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イ
ベ
ン
ト
は
金
、
手
間
、
人
材
が
い

る
。
し
か
し
金
を
か
け
な
く
て
も
イ
ベ

ン
ト
は
で
き
る
。
か
わ
り
に
知
恵
を
出

す
の
で
あ
る
。

昨
年
イ
ベ
ン
ト
大
賞
を
受
け
た
島
根

県
の
瑞
穂
町
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
川
を
利

用
し
て
、
”
カ

ッ
パ

駅
伝
大
会
り
を
行
っ

て
い
る
。
川
下
か
ら
川
上
へ
向
か
っ
て

川
の
中
で
駅
伝
大
会
を
や
る
の
で
あ
る
。

（
発
想
の
転
換
）

イ
ベ
ン
ト
に
は
文
化
性
、
風
土
性
、

歴
史
性
、
産
業
性
、
社
会
性
、
誤
楽
性

と
い
う
要
素
が
あ
る
。
遊
び
心
も
必
要

で
あ
る
。
考
え
は
た
え
ず
全
国
レ
ベ
ル

国
際
レ
ベ
ル
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ

゜
と

肱
川
町
の
町
誌
を
見
て
お
も
し
ろ
い

ヒ
ン
ト
を
拾
っ
た
。
こ
こ
は
三
十
万
年

前
に
鹿
野
川
原
人
が
住
み
、
世
界
で
は

実

施

村
お
こ
し
を
展
開
し
て
い
る
。
私
が
講

演
に
行
っ
た
後

「
未
来
塾
」
と
い

う
研

究
集
団
が
商
工
会
青
年
部
を
中
心
に
生

ま
れ
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
間
郷
土
誌
を

通
し
て
自
分
達
の
土
地
を
徹
底
し
て
見

直
し
た
。
そ
の
中
か
ら
ヒ
ン
ト
を
拾
っ

た
。
里
見
八
犬
伝
の
主
人
公
の
終
え
ん

の
地
が
こ
の
関
金
町
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
「
八
賢
士
ま
つ
り
」
を
や
ろ
う

と
考
え
た
。
”
太
鼓
“
を
つ
く
る
こ
と

に
し
て
金
が
な
い
た
め
町
長
に
援
助
を

求
め
た
ら
こ
と
わ
ら
れ
た
。

そ
こ
に

木
工
芸
を
や
っ
て
い
る
お
じ
い
さ
ん
が

手
を
さ
し
の
べ
た
。
太
鼓
を
買
う
と
い

う
こ
と
か
ら
”
つ
く
ろ
う
“
と
い
う
発

想
を
教
え
ら
れ
た
。
地
元
の
木
で
太
鼓

を
つ
く
る
—
ー
太
鼓
の
町
関
金
が
出
て
、

地
場
産
業
が
栄
え
る
と
い
う
事
。
青
年

の
熱
意
を
見
て
町
も
こ
れ
こ
そ
村
お
こ

し
と
い
う
事
で
予
算
を
つ
け
”
八
賢
士

ま
つ
り
＂
が
実
施
さ
れ
た
。
マ
ス
コ
ミ

の
報
道
に
よ
り
、
商
工
青
年
部
の
交
流

が
生
ま
れ
、
活
動
が
活
発
に
な
り
、
町

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
人
づ
く
り
で
も
あ
る
。

じ
め
て
木
炭
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
使
っ

た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
現
代
は
、
自

然
の
中
で
昔
の
生
活
体
験
と
い
う
の
が

受
け
る
時
で
あ
る
。

「
鹿
野
川
原
人
に

な
ろ
う
＂
木
炭
ま
つ
り
り
」
と
い
う
イ

ベ
ン

ト
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

河
原
を
活
用
さ
れ
た
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
は
よ
い
が
川
も
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

木
引
っ
ば
り
競
争
（
川
下
か
ら
川
上
へ
）

を
し
て
、
そ
の
木
を
つ
か
っ
て
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
づ
く
り
を
行
う
。
二
十
一
世
紀

に
は
日
本

一
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
で
き

る
。
イ
ベ
ン
ト
は
核
づ
く
り
が
大
切
だ

と
思
う
。

町
民
の
み
な
さ
ん
が
、
も
う

一
度
町

誌
を
読
み
直
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
。

そ
こ
か
ら
必
ず
ヒ
ン
ト
が
拾
え
る
。

今
日
の
話
し
を
実
践
化
に
向
け
て
努

力
し
て
ほ
し
い

。
期
待
し
ま
す
。

化

流
し
び
な
”
な
つ

か
し
い
響
き
が
あ
り
ま

す
。
昔
は
、
よ
く
見
ら

れ
た
光
景
で
す
。
三
月

三
日
の
節
供
の
夕
方
、

川
や
海
に
流
す
雛
人
形

ひ
と
が
た

で
雛
は
も
と
人
形
と
し

て
、
神
送
り
を
し
て
い

た
も
の
で
す
。
今
で
は

ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
く

な
り
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館
の

菅
野
さ
ん
が
、
昔
の
な

つ
か
し
い
行
事
を
復
活

さ
せ
よ
う
と
、
夜
な
べ

仕
事
で
わ
ら
の
船
を
製

作
し
、
中
野
幼
稚
園
に

贈
ら
れ
た
こ
と
か
ら
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

中
野
幼
稚
園
で
は
三
月
十
六
日
に
、

鹿
野
川
大
橋
の
と
こ
ろ
か
ら
、
流
し
び

な
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
園
児
が
紙

を
つ
か
っ
て
お
ひ
な
様
を
つ
く
り
、
そ

れ
を
わ
ら
の
船
に
の
せ
て
流
し
ま
し
た
。

g⑬ 流しびなの行事

ー中野幼稚園一

公
民
館
は
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
茶
の
間
と
し
て

ご
活
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
今
ま
で
公
衆
電

話
が
な
く
、
ご
不
便
を
お

か
け
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
玄
関
を
入
っ

て
左
側
、
図
書
室
の
前
に
、

ピ
ン
ク
電
話
を
設
置
し
ま

し
た
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

こ
翡
胃
下
さ
い
（
公
饗
電
騒
）

園
児
達
は
、
流
し
び
な
の
お
話
し
を
聞

き
、
又
、
来
年
も
や
っ
て
み
た
い
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

流
し
び
な
の
思
い
出

菅

野

松

雄

蹄
鋸
の
か
げ
に
山
吹
の
黄
色
が
目
立
ち

始
め
る
頃
に
楽
し
い
ひ
な
祭
り
が
、
あ
っ

た
。
最
も
私
達
の
子
供
の
頃
は
陰
暦
の

三
月
三
日
で
あ
り
、
翌
四
日
に
流
し
び

な
を
し
た
の
を
思
い
出
す
。

お
じ
い
さ
ん
の
作
っ
て
く
れ
た
「
わ
ら
」

細
工
の
川
舟
に

二
人
の
ひ
な
人
形
と
遠

い
遠
い
国
へ
帰
っ
て
行
く
ひ
な
様
の
お

べ
ん
と
う
の
紅
臼
二
組
の
餅
を
乗
せ
た

小
さ
な
舟
を
大
事
に
、
お
じ
い
さ
ん
と

連
れ
立
っ
て
、
私
は
絣
の
着
物
に
紫
の

お
び
、
妹
は
赤
い
着
物
に
黄
色
の
お
び

二
人
供
お
じ
い

さ
ん
の
作

っ
て
く
れ
た

わ
ら
ぞ
う
り
で
、
昔
あ
っ
た
と
言
う
番

所
跡
の
話
な
ど
聞
き
な
が
ら
白
い
石
波

の
川
原
を
横
切
り
春
の
日
差
に
水
ぬ
る

む
川
辺
に
急
い
だ
。

川
面
亡
藤
の
紫
色
が
映
え
て
実
に
す
ば

ら
し
い
流
れ
の
肱
川
だ
っ
た
。

お
ひ
な
さ
ま
さ
よ
う
な
ら
、
ま
た
来

年
も
と
言
葉
を
添
え
て
、
舟
を
浮
べ
る

と
、
メ
ダ
カ
が
散
っ
て
ゆ
く
の
が
よ
く

見
え
た
。
川
岸
に
美
し
い
声
で
ホ
ロ
ホ

ロ
ホ
ロ
と
暗
く
か
じ
か
の
声
と
お
じ
い

さ
ん
の
笑
顔
が
五
十
数
年
過
ぎ
た
今
も

な
お
懐
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。
心
残
り

な
の
は
流
し
び
な
の
由
来
と
そ
の
日
の

み
結
ん
だ
私
の
紫
の
お
び
の
事
を
開
か

ぬ
ま
ま
お
じ
い
さ
ん
が
他
界
し
た
の
が

残
念
で
な
ら
な
い

。

楽
し
い
流
し
び
な
も
絶
え
て
久
し
い
。

長
く
続
い
た
大
東
亜
戦
、
更
に
追
打
を

か
け
る
よ
う
に
ダ
ム
と
名
の
つ
く
怪
物

が
現
れ
、
文
明
文
化
の
連
れ
子
は
、
有

形
無
形
を
問
は
な
い
大
食
漢
で
平
家
伝

説
を
秘
め
た
歴
史
の
里
も
楽
し
い
流
し

び
な
の
子
供
の
遊
び
も
一
呑
に
し
て
し

ま
っ
た
。
流
し
び
な
の
再
現
を
夢
み
て

い
る
…
。
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詞儀での香典について

一般の場合、 2,000円程度としていますが、

それについてのこ意見を・・・

ア．このくらいでよい

~ (68.0%) 
イ．もう少し上げたほうがよい

~ (31.3%) 
5,000円に一8人 4,000円に一2人

残りは3,000円に

ウ．その他 □3 (0. 7%) 

●
調
査
対
象
町
内
全
戸
一

0
五
ニ

●
回
収
率
四

O・
七
％
四
二
八
戸

く
ら
し
の
中
の
ム
ダ
や
見
栄
を
な
く

し
、
心
の
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
築
こ
う

と
、
各
種
機
関
・
団
体
の
連
携
の
中
で

生
活
改
善
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
に
申
し
合
わ
せ
を
い
た
し
ま
し

て
、
三
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
卒
直
な

考
え
を
う
か
が
う
た
め
、
生
活
運
動
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
程
、
そ
の
集
計
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

尚
、
今
回
は
、
香
典
や
見
舞
い
で
の

金
額
を
中
心
に
聞
い
て
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
、
生
活
運
動
に
つ
い
て
の
ご

意
見

●
香
典
返
し
や
お
見
舞
い
返
し
は
、
や

め
る
べ
き
、
申
し
合
わ
せ
を
守
っ
て
い

こ
う
と
い
う
ご
意
見
が
多
数
で
し
た
。

●
公
民
館
結
婚
式
に
つ
い
て
も
、
そ
の

趣
旨
を
よ
く
理
解
し
て
、
生
活
運
動
の

ね
ら
い
に
そ
っ
た
も
の
を
と
い
う
ご
意

見
が
多
く
、
少
し
づ
つ
生
活
改
善
運
動

の
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

●
あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進
の
ご
意
見
も

多
数
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
を
元
に
、
さ
ら
に
関
係
機

関
と
の
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

訊気見舞いについて

2,000円程度としていますが、それについて

のこ意見を…

ア．このくらいでよい

~ (65.9%) 

イ．もう少し上げた方がよい

c===Jfil (33. 6%) 

5,000円に一6人 4,000円に一2人

残りは3,000円に

ウ．その他 02 (0.5%) 

生
活
改
善
運
動
を
推
進
し
よ
う

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
報
告

‘'和扇の舞”最優秀

踊りの部で4年連続最優秀賞
ー郡青年文化祭一

第
二
十
九
回
、
喜
多
郡

連
合
青
年
団
主
催
の
青
年

文
化
祭
が
、
三
月
八
日
内

子
町
内
子
東
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
青
年
団
も
、
演

劇
の
部
に
一
っ
、
踊
り
の

部
に
二
つ
出
場
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
踊
り
の
部
の
「
和

扇
の
舞
い
」
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
、
演
劇
の

「綾
線
」

が
努
力
賞
を
獲
得
し
ま
し

た
。
踊
り
の
部
は
こ
れ
で

四
年
連
続
の
最
優
秀
賞
で

す。
一
月
か
ら
、
熱
心
に
取

り
く
ん
で
き
た
成
果
が
実
っ

た
も
の
で
す
。

お
め
で
と
う
。

さ
て
、
も
う
す
ぐ
新
年
度
で
す
。
一

人
で
も
多
く
の
仲
間
を
ふ
や
し
て
、
み

ん
な
が
参
加
す
る
青
年
団
を
め
ざ
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
活
動
の
中
の
核
づ

く
り
を
考
え
よ
う

／．

新
し
い
風
を
お
こ
し
ま
せ
ん
か
／

町
内
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
「
わ

ん
ぱ
く
学
級
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
第
四
回
目
の
学
級
は
、
二
月

二
十
二
日
（
日
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、

「
古
里
の
文
化
財
を
訪
ね

て
」
と
題
し
、
町
内
の
指
定
文
化
財
を

中
心
に
学
習
し
ま
し
た
。

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
赤
岩
繁

喜
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
町
内

の
文
化
財
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
と
保

存
活
用
に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ
き

村
お
こ
し
、
町
づ
く
り
運
動
の
波

が
各
地
か
ら
お
し
よ
せ
て
い
ま
す
。

我
が
町
”
ひ
じ
か
ゎ
“
で
も
い
ろ

い
ろ
な
場
で
機
関
で
と
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

今
回
、
会
則
や
機
関
・
団
体
に
し

ば
ら
れ
な
い
自
由
な
、
ふ
る
さ
と
研

究
グ
ル
ー
プ
の
動
き
が
出
て
き
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
事
を
や
り
な
が
ら
、

そ
の
時
々
に
集
ま
っ
た
人
が
会
員
だ

と
い
う
事
で
、
自
由
自
在
に
形
を
か

え
て
い
け
る
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。

純
粋
に
ふ
る
さ
と
研
究
の
グ
ル
ー

プ
で
す
。
仲
間
を
ふ
や
し
、
楽
し
み

な
が
ら
動
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

興
味
を
持
た
れ
る
方
、
ど
ん
な
会

か
の
ぞ
い
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
方

は
、
是
非
お
こ
し
下
さ
い
。
ご
自
分

の
考
え
で
…
…
…
。

0

日
時
四
月
十
五
日
午
後
七
時

0
場
所
肱
川
町
公
民
館

0
会
則
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

0
会
費
は
そ
の
都
度
集
め
ま
す
。

0

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
連
絡
先
は
、

公
民
館
ま
で
ど
う
ぞ
／
．

0
名
称
も
こ
の
時
き
め
ま
す
。

※
”
こ
の
指
と
ま
れ
＂
方
式
で
、
自

主
グ
ル
ー
プ
で
す
。

古
里
の
文
化
財

を
訪
ね
て

@
＠
R
R
◎

a
 

猿ケ滝にて…

な
が
ら
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
巡
回
し
ま

し
た
。子

供
達
は
、
は
じ
め
て
町
内
を
巡
っ

た
り
、
文
化
財
に
ふ
れ
た
り
し
な
が
ら

自
分
達
の
古
里
”
ひ
じ
か
わ
“
を
再
発

見
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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4月の日曜・祝日当直医

磋卸且逗｀••，•

日 当直医 電 話

5日（日）
松浦医院 44-2776 

（五十崎町）

12日（日）
藤本医院 44-2561 

（五十崎町）

19日（日）
植木医院

44-2215 
（五十崎町）

お日(±)
高橋医院

44-2010 
（五十崎町）

お日（日）、
曽根医 院 44-2801 

I （内子町）

日曜日 喜多医師会病院
25---0535 

祝日 （大洲市）

※変更になる場合がありますので前もっ

て連絡してからお出かけ下さい

救急病院

曜 日 病院名 電 話

月・火 大洲市立 病院 24-2151 
,, （大洲市）

水 •· 加大戸病市 院 24-5101 
（洲）

木～日 大（洲大中洲央市病）院 24-4551 

狂犬病予防注射日程表

4
月
23
日
困

一
歳

1
四
歳

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗

布
、
歯
の
衛
生
教
育
他

▽
個
人
負
担
薬
液
代
四

0
0円

※
希
望
者
は
、

4
月
10
日
②
ま
で
に

町
民
課
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
初

回
者
の
み

▽
月
日

▽
対
象

▽
内
容

月

コ 鎚鴫 (14)

月

4
月
よ
り
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

4
月
25
日
山

11
時
30
分

一午
前

9
時
i

4
月
15
日
困
一
保
建
セ
ン
タ
ー

4
月
6
日
旧

月

日

場

所

時

間

◎
ム
シ
歯
予
防
教
室

一
町
保
健

4
月
9
日
困

セ
ン
タ
ー

午
後
1
時

1

午
後
2
時

日

一
場

所

受
付
時
間

◎乳児健康相談

4 4 4 4 月
月 月 月 月
23 21 17 15 
日 日 日 日

日（木） 伏） 像 （水）

B判 ツ B判 ツ 内
C 旦G定 反 反 ヘ六ロ

セ保 小正 場
ン

学
夕

l健 校 山 所

午後 1時30分～2時 闘

▽
医
師

松
尾
邦
彦
先
生

町

保

健

午

後

ー

時

i

セ

ン

タ

ー

ー

寺

0

、

4
月
23
日
困

―

H

3
ノ刀

日

場

所

一
受
付
時
間

◎
妊
婦
検
診
・
母
親
学
級

日。CI四

> > 4 > 4 月
月 月

30 16 15 14 13 
日 日 日 日 日

日（木） （木） （水） 伏） （月）

f呆 予 大

点！ 1建 子 谷 場
七 木木

公
ン 農

夕 t品 民 所
I 前 企官

受付 時

午後 1時～ 2時 間

◎
婦
人
ガ
ン
集
団
検
診

④
ツ
反
•
B
C
G

接
種

◎定期健康相談

月日 時 刻 時間 場 所

9:10-9:20 10分 中津集会所

］ 
午前 9:40-9:50 10分 小倉（今井宅付近）

10:20~11:10 50分 予子林農協前

日 1:00-1:50 50分 宇和川縫製工場前
（月）

午後 2:00-2:40 40分 協生集会所

2:50-3:30 40分 中居谷集会所

9:00-9:50 50分 大谷公民館

｝ 
午前 10:00-10:10 10分 硯（湖仙荘横）

10:40-11:20 40分 岩谷公民館

日
伏）

午後
1:10-1:40 30分 小薮温泉駐車場

1:50-3:00 70分 鹿野｝l|河原

定
期
健
康
相
談
を
開
設
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
、
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

0
相
談
日
、
毎
月

5
日

・
15
日

・
25

日
（
た
だ
し
、
当
日
が
日
曜
祝
日

の
と
き
は
、
翌
日
に
な
り
ま
す
。
）

0
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
相
談
室
）

0
相
談
内
容
自
分
の
健
康
の
こ
と

ま
た
は
、
家
族
の
健
康
に
関
す
る

こ
と
、
そ
の
他
心
の
健
康
の
こ
と

や
、
寝
た
き
り
者
の
看
護
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
犬
の
登
録
と
予
防
注
射

昭
和
62
年
度
の
登
録
と
狂
犬
病
予

防
注
射
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の

で
生
後
三
か
月
以
上
の
犬
は
、
最
寄

り
の
場
所
で
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

▽
登
録
料
金
（
生
後
三
か
月
以
上

の
犬
）
二

‘
1
0
0
円
（

一
頭）

▽
注
射
料
金
（
生
後
三
か
月
以
上

の
犬
）
二
、

二

0
0円
（
集
団
）

三
、
二

0
0円
（
訪
問
）

▽
認
印
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
不
用
犬
は
、

4
月

14
日
肉
午
前

9

時
ま
で
に
役
場
へ
出
し
て
下
さ
い

委員

4 4 相
月 月
20 6 談

日 日

（月） （月） 日

山宮 坂福 担

内田 田 当

相
清 義

恵
談

勝盛 子保 員

▽
場
所

▽
時
間

午
後

1
時

30
分
ー
午
後

4

時
30
分

肱
川
町
公
民
館

◎
心
配
ご
と
相
談

「
心
配
ご
と
相
談
」
、
「行
政
相
談
」

の
時
間
は
、
従
来
の
午
前

9
時
か
ら

午
後

4
時
ま
で
を
、
四
月
よ
り
午
後

1
時

30
分
か
ら
午
後

4
時

30
分
ま
で

に
変
更
し
ま
す
。

④
行
政
相
談

▽
日
時

4
月

6
日
向

午
後

1
時

30
分

1
午
後

4
時
30
分

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

▽

相

談

員

福

田

保

”
転
居
届
“
は
郵
便
局
に
も

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
就
職
、

入
学
、
人
事
異
動
で
住
所
を
変
更
さ

れ
る
人
が
多
く
な
り
ま
す
。
転
居
さ

れ
る
と
き
は
、
郵
便
局
に
も
転
居
届

を
お
出
し
く
だ
さ
い
。
転
居
届
を
お

出
し
に
な
り
ま
す
と
、
向
こ
う

一
年

間
、
旧
住
所
あ
て
の
郵
便
物
を
新
住

所
へ
転
送
し
ま
す
。

画

．．
 

ご
璽
函
璽

上
森
山

瓜
生
谷

井
脇
春
義
さ
ん(78オ）

石
河
賓
衛
さ
ん(90オ

）

転
居
届
の
用
紙
は
、
郵
便
局
の
ほ

か
町
役
場
窓
口
に
も
備
え
て
あ
り
ま

す
し
、
普
通
の
は
が
き
を
使
用
し
て

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
届
出
内

容
は
、
新
住
所
、
転
居
者
の
氏
名
、

世
帯
の
全
部
か

一
部
か
の
区
別
及
び

転
送
開
始
希
望
年
月
日
な
ど
で
す
。

な
お
、
郵
便
物
の
転
送
に
は
、
時

間
が
か
か
る
な
ど
の
ご
不
便
が
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
友
人
や
知
人
の
方

な
ど
主
な
通
信
先
へ
は
な
る
べ
く
早

く
新
住
所
を
ご
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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＊
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＊
ぉ
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご
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ま

す
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＊
 

*
＊
＊
＊
*
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上
甲
数
三
さ
ん

三

男

敏

夫

ち

ゃ

ん

山
口
吉
浩
さ
ん

長
女
ま
り
絵
ち
ゃ
ん

上
嵯
峨
谷
和
氣
栄
一
さ
ん

長

女

靖

佳

ち

ゃ

ん

堀
川
聖
七
郎
さ
ん

二
女

七

恵

ち

ゃ

ん

木
下
英
孝
さ
ん

三
女

幸

江

ち

ゃ

ん

沖
野
幸
三
さ
ん

長

男

太

亮

ち

ゃ

ん
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＊

*

*

 

＊
 

＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

＊
 

＊
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＊
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＊

*

*

 

小 中
居
谷

瓜
生
谷

広 中

薮 常 野


